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コロナ禍による交流の中断

・全市立小学校での取組推進の必要性
 ・全市一律のカリキュラムで進めることは現実的ではない

１ 京都市の現状と研究体制
京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き P4より

京都市の現状

京都市の市立小学校・就学前施設の数（令和6年度現在）

市立小学校：150校義務教育学校：8校私立幼稚園：81園市立幼稚園：15園

民間保育園：196園 市営保育所：13所認定こども園：83園

幼知」＼連携•接続の推進を阻む物理的要因

就学前施設から平均10校へ進学

小学校には平均19園から入学

現在のコミ＇ュニティと様々な地域実態

●本市では小学校区が地域活動の基礎 ⇒1地域ぐるみで進める教育 I

●全小学校及び市立幼稚園に学校運営協議会を設置

●様々な地域実態

・学校の所在地…市街地、郊外地、山間部など⇒人口規模に違い
・小学校・園規模…児謳数(20名程度～1000名程度）、園児数に違い

コロナ禍による交流の中断



研究ブロック・実践研究校の取組・成果を京都市全体に発信・普及

京都市の幼保小の教員・保育者への
研修と保護者啓発

 （子ども若者はぐくみ局や教育委員会、子育て支援
総合センターこどもみらい館が協働）

 ・架け橋プログラムの理解
 ・幼児教育と小学校教育の相互理解と

 質的向上
 ・小学校就学前の保護者への発信      等

11実践研究校(R5～) …明徳小・乾隆小・朱雀第一小・
     翔鸞小・陵ヶ岡小・西野小・嵐山東小・醍醐西小・

 伏見板橋小・久我の杜小・向島秀蓮小中

3研究ブロック(R4～)

御所南小
ブロック

下京雅小
ブロック

竹田小
ブロック

京都市架け橋会議
協議・取組内容
 ・モデル地域３ブロックにおける架け橋期のカリキュラム作成や実践研究についての検討・助言
 ・架け橋プログラムの普及に関する研修等の検討・助言     ・京都市としての支援策などの検討 等

教育委員会
（管轄）市立小学校・市立幼稚園

子ども若者はぐくみ局
（管轄）私立幼稚園・認定こども園・民営保育園・市営保育所

連携

構成メンバー：有識者 各種団体の代表 保護者 研究ブロックの代表 等

１ 京都市の現状と研究体制

カリキュラム開発会議
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御所南小ブロック…大規模小学校とその地域にある入学者の多い幼児教育施設3園

研究主題…「ひと・もの・ことを大切にして 未来に輝く子どもの育成」
～感じ 考え 思考する そして 論理的思考へ～

・幼保小とも研究主題に明示された「思考力」に着目してカリキュラムを作成
・思考力を育む教師の関わりと環境構成に着目

子ども同士の交流

大人同士の交流・
架け橋期のカリキュラムの作成・検討

２ ３研究ブロックの概要

京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き P32より

※文中における「子供」の表記は、京都市において「子ども」に
 統一しているため、以降全て「子ども」と記載しています。

御所南小ブロックの架け橋期のカリキュラムは、参考資料1・2参照

「あきみつけ」でそれぞれが思考しながら

つくった楽器をみんなに紹介している。
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ビオトープの生き物をみんなで見て

様子を想像し、様々に思考している。

電車ごっこの中で使う路線図をどうやって

つくるか、友達と共に思考している。
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友達の万華鏡を自分でもつくりたいと思い、

試行錯誤しながら思考してつくっている。



下京雅小ブロック…同一敷地内にある中規模小・公立幼・小規模保育施設と地域にある幼児教育施設3園

中心となる共通の視点…「すすんで学ぶ」「楽しくかかわる」「自分でできる」
・5歳児と1年生の1年間を大きく３期に分け、それぞれの期の発達のつながりを意識
・子どもの姿や教師の関わり、環境に着目してカリキュラムを作成

２ ３研究ブロックの概要

(2)保育者と授業者をつなぐ

下京雅小ブロックの架け橋期のカリキュラムは、参考資料3・4参照

京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き P40より

本ブロックの構成

（同饗地内）

口0~2歳児 平成31年度より
一 緒に保育・授業研究
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令和“平度から連携を再開

公開保育・授業の事後研修会

活動内容

(1)5歳児を小学校へつなぐ
ー，

入学式

児童机やいすは置かず、

カーペットを敷いて
遊べるように。

『違う』が当たり前！

『違う』を受け入れる！



竹田小ブロック…中規模小学校とその地域にある公立幼稚園と公営保育所

期待する子ども像…「夢に向かい、つながりの中で主体的に生きていこうとする子」
・幼保小での長年の交流が基盤
・地域や保護者の実態から「家庭との連携」を重要な視点としてカリキュラムに反映

２ ３研究ブロックの概要 竹田小ブロックの架け橋期のカリキュラムは、参考資料５・６参照

京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き P48より

④公開授業•生活科1 年生「いきものとなかよし」 10月20日

（話し合い① 生き物の説明の仕方について ］

6月に見た保育で、5歳児の子どもたちが自分
の言葉で話していたので、それを目指したい

けれど…。

教師側も、子どもたちが説明の紙を持ってい

ると、困っている時に援助しやすいので、安心

なんですよね。

紙を持たずに発表することにしよう。不安な子

どもは、話すポイントを書いた紙をもつことに

すれば、安心できるかな。

、--------------------------.. 
：合同指導案検討会 ： 

：子どもが全体的に学習するための援助について、指 I 
I 

1導案や幼児期の生き物との関わリについて話し合う。：
ヽ---------------------------

き物の説明を書いた紐

つと、読むことに必死［

っている姿があった。

も、生き物を介して自然［

する姿がありました

夢に同かい、つながりの中で主体的に生きていこうとする子

＜三＞＜亨

自分の言葉で話すことで、

相手を意識して、発表する

側も聞く側も意欲が向上！！

原稿を読まず、自分の言葉で話すことで主体性がUP! 、
J

〔話し合い② 生き物について

自分たちが、捕まえた生き物や、

身近にいるもののほうが、興味

がもてますね。大切に育てるこ

とで愛着も湧いてきますね。

身近な生き物に思い

をもって関わること

で主体性がUP!

幼児期でも、だんご虫

やバッタなどを捕まえ

たり、蝶を羽化させた

りして育てる経験をし

てますよ。



３ 京都市のアンケート調査

研究ブロック R4～６年度 ３ケ年
時   期 毎年 １１月後半 実施

    対象者 小学校 担任・教務主任・養護教諭
        栄養教諭・管理職

     幼児教育施設 全教職員

○アンケート調査項目
  設問５ 幼保小連携・接続には何が重要か
設問６ 上記の理由（記述）
設問７ 幼児教育施設（または小学校）にとって

     幼保小連携・接続には何が重要か
設問８ 上記の理由（記述）
設問９  幼保小連携・接続をすることで、

教員（または保育者）に期待できること
設問10  幼保小連携・接続をすることで、

                   子どもに期待できること
設問11 取組をして、教員（または保育者）にとって

良かったこと
設問12 取組をして、 子どもにとって良かったこと 
設問13  取組をして困ったこと、悩んだこと
設問14  幼保小連携・接続を進めるために知りたいこと

(記述）
設問15  子ども同士の交流で有効なこと（記述）

実践研究校と全市小学校 R５～６年度 ２ケ年

時   期 毎年 １２月上旬 実施
  対象者 小学校 管理職 （１校１回答）

○アンケート調査項目
設問⑩ 今年度実施した幼保小の連携・接続の取組（複数回答）
設問⑪ 今年度のスタートカリキュラムの内容 （複数回答）
設問⑫ スタートカリキュラム実施期間 （１項目選択）
設問⑬ 各校のフェーズ （１項目選択）
設問⑭ 来年度、特に重点的に実施したい連携・接続の取組

（３項目選択）
設問⑮ どのような情報提供や研修会・取組が必要か

（３項目選択）
設問⑱ 幼保小の連携・接続の効果を実感している点 （複数回答）
設問⑲ 教員にとって良かったことや変化 （複数回答）
設問⑳ 子どもにとって良かったことや変化 （複数回答）
設問㉑ 取組をより充実・推進する上での課題や問題

（３項目選択）

※設問⑩～⑮は、全市小学校（研究校・実践校含む）対象、設問⑱～
   ㉑は、実践研究校と研究校14校を対象に実施。



３ 京都市のアンケート調査 (設問10   実施した幼保小の連携・接続の取組内容 )

①入学前の新１年生、または入学後の１年生の情報共有

②小学校に安心感や期待感を持てるような半日入学の実施

③入学後のスタートカリキュラムの実施

④共通の視点や目指す子ども像などの共有のための会議

⑤幼保小の取組に関する年間計画等についての日程調整会議

⑥幼保小での教育内容・保育内容についての会議・研修会

⑦幼児期の育ちや学びを意識した授業実践

⑧幼児教育施設向けの公開授業

⑨幼児教育施設の保育参観

⑩公開授業・保育参観後の協議研修

⑪教員と幼児教育施設の保育者との合同研修

⑫自校の教職員対象の「幼保小の連携・接続」に関する校内研修

⑬子ども同士の交流（５歳児と１年生）

⑭子ども同士の交流（幼児と小学生）

⑮交流の事前・事後協議

⑯学校行事への幼児教育施設の参加・参観（保育者または園児）

⑰幼児教育施設の行事への小学校の参加・参観（教員または小学生）

⑱学校だより等の配布物の交流

(設問10)
今年度、幼保小の連携・接続に
ついてどのような取組をしま
したか。（今年度末までに実施
を予定している取組を含む）

（複数回答可）



京都市の架け橋プログラムに関する調査結果（R5.11月実施）

令和５年度の連携・接続の取組 令和６年度の取組概要

[指定２年目]

研 究 校
（３校）

①～⑯の全取組を実施…３校
⑰園所の行事への参観・参加 ⑱配布物での交流…２校

⇒ 連携・接続の全ての取組を実施
 (成果) ⇒ 幼児期の育ちと学びを意識した授業と指導の改善
         ⇒ 子どもの学習意欲の向上と主体的な姿

幼保小の連携・接続の充実

(３年目)  ↓
持続可能な連携・接続へ

教育の質的向上へ

[指定１年目]

実践研究校
（11校）

①情報共有 ②半日入学 ⑯学校行事への参観…10校以上
④合同会議（7校） ⑤日程調整会議（5校）
⑬⑭子ども同士の交流（8校）⑮交流の事前・事後協議（8校）

⇒ 幼保小の連携・接続の第一歩
(成果) ⇒ 幼保小の教員のつながりと保育・教育の相互理解

            ⇒ 優しさや思いやりの心、自己発揮の姿  など

幼保小の連携・接続の推進

(２年目)  ↓
連携・接続の改善・充実
相互理解から授業改善

京都市全体
（158校）

（14校含）

①情報共有 ②半日入学（90%以上が実施）
③スタカリ ⑱配布物の交流の順で多い(約60%)
⑬⑭の子ども同士の交流…半数の学校が実施（51%）

⇒中止していた交流の再開

幼保小の
子ども同士の交流が半数

↓
連携・接続の推進の必要性

３ 京都市のアンケート調査（R5アンケート結果より）



〇３研究ブロック（指定2年目）、実践研究校（指定1年目）の状況
・研究ブロック・・・先進的な取組を展開。全市を牽引。より充実・発展した取組へ。
・実践研究校・・・取組にばらつき。公開授業や公開保育、合同研修会、子ども同士の交流など

 積極的に実践。  全市の一歩先の取組を実践。

〇全市の連携・接続の現状
・情報共有（書類以外）や半日入学が主な取組。

子ども同士の交流などコロナ禍によって中断されていた取組が再開（50%強）。
・地域・校区によって取組状況に格差
・全市的には取組は不十分

・京都市架け橋会議で各関係団体の意見集約と支援策の協議
「連携校園が不明確」「学校園によって取組に差」「組織的でない」「継続的でない」などの課題

・全市立小学校での架け橋プログラムの推進の必要性

⇒ 全国と同様な課題

○令和７年度から全市立小学校での架け橋プログラムの実施に向けて

『京都市の方針』の策定

３ 京都市のアンケート調査（R5アンケート結果より）

r 
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４ 京都市の方針 京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き P4より

♦京都市の幼1呆小の架け橋プログラムのねらい
・架け橋期は、生涯にわたる学びや生活の基盤をつくるために重要な時期であると捉える。

・子どもに関わる大人が立場の違いを越えて自分ごととして連撰・協働し、架け橋期にふさわしい

主体的・対話的で深い学びの実現を図り、保育・教育の質的向上を自指す。

・各小学校及び就学前施設の子どもや連携・接続の実態、地域や保護者の実態に沿って、架け橋

プログラムの推進を図る。

♦全市立小学校での実施
・令和7年度から全ての市立小学校で幼保小の架け橋プログラムを実施する。 ¢タ
・連携・接続の範囲は、小学校区内を原則とする。

（小学校は自校の校区内に所在する就学前施設との連携・接続に取り組む。）

： ミ

⇒ 1地域ぐるみで進める連携・接続 I

◆新たなコミュニティの構築
・小学校及び連携する就学前施設の篭理職や主任、担任等が酋段から

「子どもたちの保育・教育」について話ができる風通しのよい関係づくりを図る。

♦地域の自指す子ども像の実現に向けた相互理解と1呆育•教育の質の向上を図る
・京都市では、架け橋期のカリキュラムの作成を必須とせず、架け橋期の子どものためにじっくり

と話し合い、理念を共有することを叢優先させる。

・自指す子ども像やそれを実現するための教育活動の在り方の共有などの協議を重視する。

・相互理解のための保育・授業参観を伴う合同研修会や互恵性のある子ども同士の交流の充実

などにより、保育・教育の質的向上を図る。



５ 京都市の取組（R4～６年度）

Ｒ
４
年
度
～

・架け橋コーディネーターの配置⇒研究ブロックへの指導助言
・３研究ブロックの取組を全市に発信
・幼保小連携・接続に関する教員・保育者への研修の充実（幼保小連携講座・管理職悉皆研修 等）
・研究ブロックの小学校・幼児教育施設の教員・保育者や対象の意識調査

Ｒ
5
年
度
～

・本市の「学校教育の重点」、及び各校の「教育指導計画書」への架け橋プログラムの記載
・専任架け橋コーディネーター（本市予算）の配置
・各関係団体（※）の連携・接続についての意見を集約し、京都市架け橋会議で共有・協議。(R5のみ)

※私立幼稚園協会、保育園連盟、日本保育協会、小学校PTA連絡協議会、幼稚園PTA連絡協議会、市営保育所長会、小学校長会、市立幼稚園長会

                                                                                                             ⇒本市方針の策定
・研究ブロック、実践研究校における幼保小連携・接続主任の設置と成果・役割の整理、及び情報交換会の開催
・公立小学校・幼稚園の管理職対象のアンケート調査
・架け橋通信や保護者向けリーフレットの作成と配信・配布
・保護者向け啓発講座の実施

Ｒ
６
年
度
～

・幼保小連携・接続主任を全市立小学校・幼稚園に設置
・幼保小連携・接続窓口担当者一覧の作成、全市小学校・幼児教育施設に配布(毎年更新)
・幼児教育施設向け「京都市の小学校教育概要動画」作成・配信
・「幼保小連携・接続主任の役割」動画の作成・配信。
・「京都市幼保小の架け橋プログラム手引き」作成・配布(R6のみ)
・京都市幼保小架け橋シンポジウム開催（R7.2.14 実施）



５ 京都市の取組 （京都市から配信・発行した資料）

架け橋通信 保護者向けリーフレット 保護者向け啓発講座(チラシ)

架け
令和5年度第1号
（令和5年6月発行）
京都市教育委貝会学校指導課

幼保小の架It橋プログラム担当

TEL: 075-222-3746 

ー・一・ー・一·ー・—. _.—•ー・ー・一・ー・ー・—•ー・ 7

幼偏9』ヽ0架It橋7ログラムとは
l 「幼保小の架け橋プログラム」は、 小1プロプレムのように移行期における課題のみに焦点を当てるのではな
・く、架It橋期 (5歳児から小学校1年生の2年問）が子どもたちの学びや生活の基盤を育む重要な時期であるこ

lとを幼保小関係者が共通認識し、子どもたちの学びと生活を接続していくことを目指すカリキュラムを双方が協
・カしながら構築していく全ての営みです。

l 文部科学省では、令和4年度から 3か年程度を念頭に、全国的な架け橋期の教育の充実とともに、 モデル地域
．における実践を並行して集中的に推進していくこととしています。京都市は、教育委呂会と子ども若者はぐくみ

l局との連携のもと、特徴の呉なる 3小学校区を研究指定し、近隣の民問・公立園等の就学前鹿設と小学校で研究
・ プロック（御所南小学校 ・ 中京もえぎ幼稚国・ひまわり幼稚園•おいけあした保育国、下京雅小学校・楊梅幼稚

I 園•本願寺中央幼稚園 ・ 知互保育園 ・ 光林保育園 ・ゆりかご WEC せいせん保育園、竹田小学校・竹田幼稚園・ 改
道保再所）を構成し｀それぞれの実態に応じた架lt橋期のカリキュラムの開発や実践等に取り組んでいます。

l 【京都市の目指す方向性】
.o京都市では、小学校と就学前施設が、連携 ．接続の窓口を明確化して、幼保小の
l 年 ・接続を立していきたいと考えています。
0目校・園所の公開授業や公開保百など、教日・ 保百者が子どもの百ちを中心にl.,
・ た話し合いを通して相互理解を深ぬ連携．接続を実践し` 架け橋期の教育の充 n i J 
l 実を図ることを目指しています。 ，2-A—`― エ~
―.  _.  _.―•ー・一·ー・一・ー・一・ー・—. _.—. _....J 
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御所南小学校プロック 下京雅小学校フロック

交流活動 「御苑で会おう」 スタートカリキュラムのエ夫

1年生と就学前施設の5歳児が 1年生の教室前の上ントランスに

初夏の京都御苑で交流しました。 は、楊梅幼稚国と同様に遊具で自由

小学生2名・ 固児1名の小グルー に遊んだり，友達と関わったりでき

ブで追いかけっこや仲艮し遊びを る環境が整えられていました。

しました。始めは緊張していまし 登校（先生が教室で待ってくれ

たが、遊び出すと互いを思う様子 る） →持ち物の始末をする→主体的

も見られ、 晟後には 「また会おう に遊ぷという一連の流れは、幼保で

ね」と手を振り合っていました。 も経験した生活の仕方です。生活の

初めての交流活動の様子から教 仕方がわかり、少しでも友達と関わ

師が学び合い、御所南小プロック りがもてることがこの時期に大切に

の 「架け橋期のカリキュラム」の したい“安心＂につながる大 きな娑

検tiEや改善を進めているところで 索です。

す。

竹田小学校プロック

教科とつながる交流活動

1年生の図画工作科「すなやっち

となかよしJにおいて、 1年生と幼

保の子どもたちが一緒に砂遊びを

することで、 刺激し合い、イメージ

を広げていました。幼稚園の砂場の

用具（環焼構成）や一人一人の子ど

もの様子に合わせて子どもと共に

遊ぷ幼保の先生の存在も子どもの

忠欲を引き出します。手や体全体の

感覚を働かせ、様々に楽しみ、互い

に刺激し合い主体的に取り組むな

ど互悪性のある交流でした。

｀ 

配凶＇磁 9副r＇皿四 11≫

〈演題〉とうする？子ともの「はじめの100か月」
～未来を創造的に生きる子どもを育むには～

「非認知能力」を育む
00の子育て講座

湿炉京墓讀晉；；字茂授

古質 松香 先生

Q：今、世界で注gされている「明紐揺力jって？

A:E坦庄や粘り遍さ、問臨むた力｀コミュニケーションカなど悶人(J)人生に大さ<閲保する九非哀知,，力ば認苅舵:n
ぽむ、 士くなとの知五やアカ）の猛隈9こも大きく和，，，しま...

Q：其認知配力はいつ、どのように育子れるの9

A：孔幼売隕・＃三期に窄々な「濫0」や「人とのかかわり」を通して台まれ去g.

Q良 l"暉(5歳兄→小学校 1年生）の敦＂＇さなぜ大 事？

A：小学校敦百は乳幼児隈1こ日まれた緋力を基位として行われるもの。幼児悶の経験を小学咬牧百1こつなぐことか至妻t，，・

叶
i-. ：
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砂ヨを記伝9定"'"不零9
主 催 京都市教育委；；会京都市子百て支ぽ総合センターこどもみらい館

お問合せ／075-222-3806（烹都市敦育委只会字校指こ遷）

京都市敦育委員会京都市立幼稚園長会



５ 京都市の取組 （担当窓口一覧表）

令和○年度　幼保小連携・接続窓口担当者一覧

行政区 小学校 施設名称
施設名称
ふりがな

住所 連絡先（ＴＥＬ） 担当者役職名 担当者氏名
担当者氏名
ふりがな

備考

●●区 Ａ小学校 Ａ小学校 幼保小連携・接続主任

ａ保育園 副園長

ｂ幼稚園 園長

Ｂ小学校 Ｂ小学校 幼保小連携・接続主任

ｃ保育園 園長

ｄこども園 主任

e幼稚園 主任

f幼稚園 園長

▲▲区 Ｃ小学校 Ｃ小学校 幼保小連携・接続主任

ｇ保育園 主任

ｈ保育園 主幹

ｉ幼稚園 幼保小連携・接続主任

Ｄ小学校 Ｄ小学校 幼保小連携・接続主任

j保育園 園長

ｋこども園 園長

イメージ

※京都市全行政区ごとに整理。担当者は年毎に変更する可能性があるので、一覧表は毎年発行。

| | | | 

l 
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５ 京都市の取組（R4～６年度）

Ｒ
４
年
度
～

・架け橋コーディネーターの配置⇒研究ブロックへの指導助言
・３研究ブロックの取組を全市に発信
・幼保小連携・接続に関する教員・保育者への研修の充実（幼保小連携講座・管理職悉皆研修 等）
・研究ブロックの小学校・幼児教育施設の教員・保育者や対象の意識調査

Ｒ
5
年
度
～

・本市の「学校教育の重点」、及び各校の「教育指導計画書」への架け橋プログラムの記載
・専任架け橋コーディネーター（本市予算）の配置
・各関係団体（※）の連携・接続についての意見を集約し、京都市架け橋会議で共有・協議。(R5のみ)

※私立幼稚園協会、保育園連盟、日本保育協会、小学校PTA連絡協議会、幼稚園PTA連絡協議会、市営保育所長会、小学校長会、市立幼稚園長会

                                                                                                             ⇒本市方針の策定
・研究ブロック、実践研究校における幼保小連携・接続主任の成果と役割の整理と情報交換会の開催
・公立小学校・幼稚園の管理職対象のアンケート調査
・架け橋通信や保護者向けリーフレットの作成と配信・配布
・保護者向け啓発講座の実施

Ｒ
６
年
度
～

・幼保小連携・接続主任を全市立小学校・幼稚園に設置
・幼保小連携・接続窓口担当者一覧の作成、全市小学校・幼児教育施設に配布(毎年更新)
・幼児教育施設向け「京都市の小学校教育概要動画」作成・配信
・「幼保小連携・接続主任の役割」動画の作成・配信。
・「京都市幼保小の架け橋プログラム手引き」作成・配布(R6のみ)
・京都市幼保小架け橋シンポジウム開催（R7.2.14 実施）



６ 京都市「架け橋期のカリキュラム」例

・文部科学省 「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」
・３研究ブロックの架け橋期のカリキュラム
・研究ブロック、実践研究校等の実践事例

京都市架け橋会議で協議・検討

京都市「架け橋期のカリキュラム」 例
の作成

・小学校区を中心とした地域の幼保小の連携・  

  接続を実現する上で考えられる一例
・各ブロックで作成する際に、あるいは作成ま
  での間の参考として例示
・京都市「架け橋期のカリキュラム」例の解説
も作成

参考資料・事項

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

教師の
関わり

環境構成

環境づくり

⑦家庭・地域との連携

小学校区（５歳児・１年生）

④指導上
の配慮事
項

⑤子どもの交流

⑥教職員の交流

時　　期

②発達の具体的な姿と
その流れ

③園で展開する活動/
生活科を中心とした教
科等の単元構想

京都市モデル版　架け橋期のカリキュラムの様式

共通の視点 ５歳児・１年生

①目指す子どもの姿

５歳児・１年生の発達を踏まえ、各々の発達にふさわしい主体的な遊びや学びへのプロ
セスをまとめる

「目指す子ども像」の育成に向けて、園の活動と小学校の授業や活動内容のつながり・
在り方を示す

保育者や教師の関わりや環境づくりのポイントを示す

互恵性のある交流を通した学びを深める。幼保小互いの教育に負担になり過ぎないように工夫する

架け橋ミーティング以外に公開保育・授業参観等の計画を示し、互いの教育の理解に取り組もう

「目指す子ども像」について共有するとともに、連携・接続の意義や取組を発信する方法等を示す

架け橋期を通じで、どのような子どもを育てるか、育てたい子ども像を検討・決定する。
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６ 京都市「架け橋期のカリキュラム」例（５歳児）

京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き P26・27より

① 

ごご言雰ご言也言二：l：、]
て、臭体的に語り合うことで、子どもへの願いを共

有して生み出すもの。

② 
5歳児の発達の姿を見据え、発達にふさわしい主 ］

体的な遊びのプロセスを大切に子どもや地域の

実態に添って考える。

京都市陳！け橋期のカリキュラム」例 (5歳児） OOI」遠芦杉交フ‘ロック (00園I)

③ 
紐ブロックで話し合った「共通の視点」「目指す子］

ども像」に至づき、臭体的な活動例については、各

園］で正点を定め、活動例を精選するなど、柔軟な対

応を。また、活動の時期は、子どもの興味•関心と保

育者の意函により一定ではないので、年間を通し

た書き方にしている。

ただし、 3要領・指針に基づく「幼児教育の基本」や

幼保小接続のキーワードとなる「幼児期の終わりま

でに育つてほしい姿」を意識して、活動内容を検討

すること。

④ 

：：：；竺霜：口で言。で昇;:‘□l
実態に合わせて、重視すべき点を話し合い、より具

体的に示すこと。

共 通 の視点

① 目指す子ども像

時期

② 発達の異体的な姿と

その流れ

安心感を基盤に、主体的に夢中に遊び（学び）、友違と関わりながら、自己発揮する子ども（小学校1年生と共通）

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 ，
 

1 0 1 1 1 2 2
 

3
 

これまでの縫験を生かしながら新たな課題を発見し｀新しい方法を考えたり｀試したりして実現しようとしていく時期

［安心（信頼関係・仲間の中での自信）1［成長（心が動く主体的な遊びや友達と共通のめあてをもって遊ぶ中での体験）】【自立（成長の自党と1年生になる色び）】

安心•安定した生活（信頼できる先生の存在・塞本的な生活習慣や技能） ⇒興味•関心に塞付き心が動く「もの·人•こと」との出会いの中での主体的な遊び

⇒仲間と共に繰り返し試行錯誤する中での気付き、発見、面白さの追求、挑戦、探究心、自己主張・折り合いなどの様々な心の体験
⇒友達と共通のめあてをもつ遊びや園生活での役割の継続性⇒自らの成長への自信と自立、1年生になる喜び

・③ 園で展開される活動

*5歳児：幼児教育の基本を
踏まえた遊びを中心とした

総合的指導の中で行う

＊「幼児期の終わリまでに

育ってほしい姿Jを見取り

つつ、 1年間を通して、

発達にふさわしい活動を

コーディネートする

進級誕生会（毎月） 保育参観水遊び（プール） 園外保育・散歩（通年）連動会楽しい集い 作品展生活発表会卒園

I通年で行う活動 （例）砂や水で遊ぶ／色水・石顔・粘土などの感触遊び／絵の具で遊ぶ／リレーやおにごっこ／ドングリや落ち葉で遊ぶ／ごっこ遊びや表現遊びなど

i:？：ば’悶；竺 ；`；・門：：：びんな I口□；：孟言:!!：：？ご二::1「 亡ご累霜謬り自栽培活動や生 〇畠芦霰孟塩翌雰言雰
で遊ぶなど形態を変えて人と胡わりながら 技など競い合う運動四び、リズム遊びや表現遊び 生き物との苺らしや遊び・飼育・栽培•収模パー 地域の人、もの、施設などとつながる体験、伝統
夢中になる遊び（P.60) など(P.56) ティー・当番活勁・園外保育など(P.57) 文化体験など(P.58)

〇身近な事象に関わり、試行錯誤する中で 〇数箪や園形などへの輿昧や関心につな 〇多様な体験の中で様々な物、行動、感渭を 0音楽や絵画、製作活動の中で、感性を働かせ、
新しい考えを生み出す喜びを味わう遊び がる辺びや生活 言葉に表すなど、言葉を蟄かにする班ぴ ありのままの表現を楽しみ、喜びを味わう遊び

様々 な遊びの中での自分事の遊び、友達と考え 様々な積み木を使った構成遊び、箱や廃材を使った クラスでの遊びの振リ返り、総本の読み聞かせ、 素材との出会いや様々な表現｀作品展や卒園に
を出し合って息考を広げ深める遊びなど(P.59) 遊び、カード遊び、数量を意識した片付けなど（P.70) 生活発表会に向けての遊びなど（P.61) 向けての活勤など（P.58)

④ 指尊上の
配慮事項

保育者の

関わり

⑤ 
交流は、取り組みやすい活動ではあるが、幼保小

互いの教育の負担になりすぎないように年間計画］

を立てること。

⑥ 
教職貝の交流ば互いの教育を理解し合う上で、非

常に有効な手立てであ忍特に幼児期の発達や遊

びの中の学び、活動や環境に盛り込まれた保育者

の意 図や願い、環境設定や保育者の見取りなど、

子どもの育ちに重要なことが保育には含まれてい

る。小学校の先生にその重要性が伝わるように、保

育を公開するなどして相互理解を進めること。

速境構成・

環境づくり

・年長児fこなった喜びに共感しつつ、

一人一人の思いを受け止め、｛言頼関係

を築き、安心して主体的、意欲的に遊べ

るように遊びの環境を構成していく。

・常に保育者の役割（幼児の理解者、共同 ・個々のめあてに挑戟する、友達と共通のめ

作業者、共嗚する者、憧れのモデル、遊び あてをもち追ぶ＼年長者としての役割を果た

や課題解決の援助者）を意識しながら（呆 そうとするなどの5歳児の発達にふさわしい

育を展開する。 遊びや活動を支える。

•修了する自宛をもち 、 1 年生になる期待を

膨らませ、新しい生活に意欲的に向かえるよ

うに、幼児の気持ちを支え、自信につなげる

ようにする。

・自分の思いの実現や遊びの発展に配慮

し、自ら、又は他者とつくる世界を楽しめる

環瞑をつくる。（複数の幼児が一緒に遊べる

広い場所・体の動きの調整が必要な遊具）

・幼児にとっての学びである遊びは、環境との関わりが深まることで充実するため、幼児が関わる環境

（人、もの、出来事｀時問、空問）のすべてが幼児にとっての教材となる。幼児の主体的な遊びを大切に

しつつ、幼児の成長への願いや意図を環境に込めるようにする。

⑤ 子どもの交流

⑥ 教職員の交流

参考例） 「すなやっちとなかよし」 (P.80、81) 「水遊び」

参観・連絡会 公開1呆育・授業 合同研修会

「運動会の交流」「あきみつけ」 (P.82~85)

子どもの交流の事前・事後研修

生活科「もうすぐみんな2年生」 (1年生体験）（P.86~89)

入学児の連絡会

⑦ 家庭・地域との連携

I 

・5歳児の発達の姿や子どもの成長を伝え、保護者の支援をするとともに、幼保小連撓・接続の意義を保護者や地域に発信する。

・入学に向けで生活習慣の見直しや、子どもの成長をともに確認したりして、子どもとともに1呆謹者の不安を軽減できるような働きかけをする。

⑦ 小学校入学に伴い、教育のシステムが変わることへの保護者の

不安は少なからず大きい。保護者の悩みや不安に寄り添い、架

け橋プログラムの実践が保護者の不安軽減につながるよう幼

保小連携・接続の意義や実践内容を保護者、地域に発信すること。
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６ 京都市「架け橋期のカリキュラム」例（１年生）

京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き P28・29より

① 
立場を越えた大人同土で子どもが何に興味、関心

をもち、育っているのかなど、地域の実態に添つ ］

て、具体的に語り合うことで、子どもへの願いを共

有して生み出すもの。

京都市嘩け橋期のカリキュラム」例 (1年生） 00小学校ブロック

共通の視点

① 自指す子ども像

時 期

安心感を基盤に、主体的に夢中に遊び（学び）、友達と関わりながら、自己発揮する子ども（幼（呆5歳児と共通）

8 9 10  11 12  4
 

2
 

3
 

② 
5歳児の発達の姿を見据え、 1年生の発達にふさ ］

わしい主体的な学び、自覚的な学びへのプロセス

を大切に子どもや地域の実態1こ添って考える。

③ 
前段は架け橋期のカリキュラムを考える上での重］

要な考え方を示し、後段は1年生の教科書から幼児

期の遊びや活動とつながリの深い具体的な単元を

挙げた。幼児教育の遊びや生活で体験した素地が

各教科に組み込まれている。このことは、発達の似

通った「架け橋期」を一体的に掟える意義を表して

いることを踏まえ、幼児期の体験、活動の手法が

1年生での「主体的・対話的で深い学びJにつながる

ことを意識して各教科の単元を構想する。

② 発達の具体的な姿と

その流れ

自分の好きなことや得意なことがわかってくる中で、それ以降の学びや生活へと発震していく力を身に付ける時期

［安心（先生や友達への信頼感）】 ［成長（主体的・対話的で深い学びの実現を自指した授業の中で）】 【自立（成長の自党と2年生への期待）】

④ 
教師の関わりや環境づくりのポイントを一般的に

重要な視点で示している。各ブロックの子どもの］

実態に合わせて、正視すべき点を話し合い、より具

体的に示すこと。

安心•安定した生活（新しい頭境の中で信頼できる先生や友達と出会い、主体的に自己発揮し、学校に慣れ見通しをもつ。 ）

⇒学ぶことについての意識があり、各教科の学習内容について授業を通して学び、様々な活動を楽しむ（自覚的な学びの芽生え）
⇒学習活動を通して他者と関わりながら、自分の課題解決に向けて意欲的に学んでいく（自覚的な学びへの意欲）

⇒成長の自覚と自立（これまでの成長の確認とこれからの成長への期待）

⑤ 
交流は、取り組みやすい活動ではあるが、幼保小

互いの教育の負担になりすぎないように年間計画］

を立てること。

3)小学校の生活科を

中心とした各教科

等の単元構想等

*1年生：幼児期の経験を踏

まえた活動は、児童の安

心も学びの深まりも実現

できることを意識して授

業を展開すること。

経験してきた子どもと共に

楽しい授業を創りましょう。

＊「幼児期の終わりまでに育つてほしい姿」を踏まえ、幼児の発達や学びの様子を理解した上で、カリキュラムをデザインする。

＊架げ橋期の発達の特性を踏まえ、スタートカリキュラムの充実（生活科を中心とした合科的•関連的な指導の工夫や弾力的な時間割の工夫）を図る。
＊就学前施設と話し合って授業づくりをする等、就学前施設での子どもの育ちと学びを生かし、より充実した授業になるようにする。

【幼児期の遼びや経験 した活動を共有した単元例】 ＊星本的には、幼児期の遊びや牛活で育まれた資質・能力は、すべての教科の素地になっている。

音楽科 図画工作科 体育科三：二三］三ミ言3)

国語科
「おはなしききたいよJ

「なんていおうかな」等
(P.66) 

算数科
「わくわくすたあと」

「いろいろなかたち」等
(P.67、フ1)

（
 

生活科：「いちねんせいがはじまるよ」「あきとともだち」「もうすぐみんな2年生」等全ての単元 特別の教科道徳：幼児期の育ちが全ての教材の素地

④ 指考上の
配窓事項

教師の
関わり

•安心を生み、成長、 自立を支える人的な環境

として教師は、児童と一緒に活動を楽しみ、

児室の様子を温かく見守り、児童の自緑で

話を聞くようにする。

•一人一人の子どもの内面の理解1こ努め
ながら、自己肯定感を裔め、よさや可能性

を引き出す個に応じた適切な声かげや支

援を行う。

•主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を図る。 （資質·
能力の育成を目指す、単元などのまとまりを見通し計画を立てる、各

教科等の特質に応じた見方・考え方を働かせ、より質の高い学びを自

指す、基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得を図る。）

⑥ 
教職員の交流は、互いの教育を理解し合う上で、非

常に有効な手立てである。特に幼児期の発達や遊

びの中の学び、活動や康境に盛り込まれた保育者

の意図や願い、環境設定や保育者の見取りなど、

子どもの育ちに重要なことが保育には含まれてい

る。また、小学校で「主体的・対話的で深い学び」を

目指していることをブロック内の幼保にも伝え、共

に保育や授業の改善に生かすこと。

環境横成・

環境づくり

・入学当初は、幼児期の生活の流れを知り、遊びの

環壊をつくるなどして、児菫が安心して学校生活に

慣れ、活勁できる環境づくりをする。（P.63、64)

・児童が主体的に学びに向かえるよう、活動に応じ

て、教室の空間づくりに工夫をするなど、十分に活

動し、自己発揮できるように環瑛を設定する。

・園における環境（教材）の工夫などについて、

小学校でも適宜取リ入れ、lCTも有効に活用し

ながら、架け橋期の教育の充実を図っていく。

⑤ 子どもの交流

⑥ 教職貫の交流

参考例） 「すなやっちとなかよし」 (P.80,81)「なっとともだち」

参観・運絡会 公開保育・授業 合同研修会

「連動会の交流」「あきみつけ」 (P.82~85)

子どもの交流の事前・事後研修

生活科「もうすぐみんな2年生」 (P.86~89)

入学児の連絡会

⑦ 家庭・地域との連携

＼ 

・半日入学など入学前から、子どもや保護者の不安が軽減できるような取組を工夫する。 (P.62)

・幼｛呆小連携・接続の窓義を保護者や地域に発信する。

⑦ 小学校入学に1半い、教育のシステムが変わることへの保護者の
不安は少なからず大きい。幼保小の架け橋プログラムの実践が

保護者の不安軽減につながるよう、幼保小連携・接続の意毅や

実践内容を保護者、地域に発信すること。
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